
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「品川区学力定着度調査」の趣旨  
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や
指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと
もに、区の教育施策に生かす。 

 
(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると
ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上
を図る。 

 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理
解を求める。 

令和 5 年度「品川区学力定着度調査」の結果から 
明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

１ 調 査 日 令和 5 年４月１3 日（木） 

 

２ 調査対象 品川区立学校 第２〜９学年の全児童・生徒 

 

３ 調査内容 

教科に関する調査 
  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 

活用の力を測る問題で構成 
 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４〜５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７〜９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立荏原第五中学校 



【国語】 
7 年 （１）定着状況の概要 

  説明的な文章の内容や構成を捉える力は

目標値を上回っている。しかし、自分の考え

を明確に表現することには課題がある。 
（２）具体的な課題 
 「書くこと」や「話すこと」はコミュニケ

ーションの基本である。自分の言葉で豊かに

表現できる力をつけることが課題である。 
（３）課題の原因として考えられること 
 電子機器の普及により、娯楽として本を読んだり、新聞を手に取ったりする経験が不足している。

そのため、語彙力の低下から、自分の言葉で表現することを苦手としている生徒が増えてきている。 
（４）課題解決のための方策 
 語彙力をつけるため、分からない言葉の意味を調べる習慣をつける。教科書に登場する言葉には、

生徒にとって身近ではないものも含まれる。タブレットや辞書を用い、意味調べをしたり語彙を使っ

たりして、短文づくりの活動を意識的に取り入れる。また、表現の授業を意識的に増やし、話合い活

動の時間を意図的に取る。 
（５）次年度の数値目標 
 表現の項目すべてで目標値を上回る。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 

叙述を基に文章の内容

を捉えている。 70.0 79.2 75.6 

自分の考えを明確にし

て書いている。 40.0 33.8 30.7 

8 年 （１）定着状況の概要 
 説明的文章と文学的文章の読み取り

では、文学的文章の方が比較的高い。文

章の構成、文節の関係は課題がある。 
（２）具体的な課題 
 構成を理解し、文章を読んだり書いた

りすることが課題である。 
（３）課題の原因として考えられること 
 説明文の授業で構成に触れる機会が少なかった。更に、構成を意識して文章を書く機会が少なかっ

た。 
（４）課題解決のための方策 
 １学期に１回、構成を意識した文章を書く授業を行う。 
 説明的文章で、必ず構成について考える時間を作る。 

（５）次年度の数値目標 
 話の構成で正答率７０パーセントを目指す。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
自分の考えや根拠が明確にな

るように話の構成を考えてい

る。 
40.0 32.5 32.7 

文節の関係について理解して

いる。 40.0 25.8 18.4 

9 年 （１）定着状況の概要 
  敬語についての理解度が高く、情報と情

報の関係を整理し、自分の考えを伝わりやす

いように工夫する力は昨年度よりも伸びて

いる。対して、説明的文章を読み取ることに

は課題がみられる。 
（２）具体的な課題 
  説明的文章の内容を理解したり、構成を

捉えたりする力に課題がみられる。 
（３）課題の原因として考えられること 
  授業内で説明的文章を扱う機会が少な

かった。 
（４）課題解決のための方策 
  授業内で説明的文章に多く触れ、取り組みへの関心をもたせる。 
  教科書以外の説明的文章を紹介し、さまざまな文章に取り組ませる。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
敬語について理解して

いる。 75.0 88.5 86.0 

説明的文章全体と部分

との関係に注意しなが

ら内容を捉えている。 
60.0 58.3 61.2 

情報と情報との関係を

理解し、自分の考えが伝

わる文章になるように

工夫している。 

65.0 78.1 71.2 

 



【社会】 
7 年 （１）定着状況の概要 

校内平均正答率は全国平均正答率より

1.2 ポイント下回っている。 
（２）具体的な課題 
 「我が国の歴史」が全国平均正答率より

2.6 ポイント下回っている。また、短答や記

述問題の正答率が低い。 
（３）課題の原因として考えられること 
 授業や学習で理解できたことを、定着す

るまで深めることができていないと考えら

れる。また、考えたことを表現することも苦手であると考えられる。 
（４）課題解決のための方策 
 しくみ図やグラフ、資料絵などを活用したレポートの作成を単元のまとめに取り入れる。 

（５）次年度の数値目標 
 来年度は、さらに全国平均正答率を上回る。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
国民の権利及び義務について理解

している。 
50.0 39.2 47.5 

鎌倉幕府の政治の仕組みについて

理解している。 
55.0 42.3 52.4 

鎖国について理解している。 50.0 38.5 48.2 
浮世絵が町人の間に広まった背景

について、資料をもとに考察し、

表現している。 
35.0 22.3 30.8 

8 年 （１）定着状況の概要 
 校内平均正答率は全国平均正答率より 3.7
ポイント上回っている。特に歴史は 10 ポイ

ント近く上回っている。 
（２）具体的な課題 
 歴史的分野の古代、特に縄文・弥生時代の

校内平均正答率は、全国平均正答率との差が

小さい。地理的分野では世界の中の日本の位

置や姿について、理解できていない部分があ

る。また、両分野ともに資料をもとに考察し表現することが目標値に比べ低くなっている。 
（３）課題の原因として考えられること 
 世界の中の日本の位置や姿を捉えることができていない。資料を活用して考察することができてい

ない。 
（４）課題解決のための方策 
 地図を活用した学習を取り入れる。また、複数の資料を活用して考察する活動を単元のまとめに取

り入れる。 
（５）次年度の数値目標 
 来年度は、さらに全国平均正答率を上回る。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
日本の領域について理解してい

る。 
40.0 32.5 41.2 

標準時について理解している。 40.0 24.2 37.3 
ヨーロッパ州の特色について、

資料をもとに考察している。 
30.0 23.3 25.7 

縄文時代の人々の暮らしについ

て考察している。 
40.0 31.7 39.7 

9 年 （１）定着状況の概要 
校内平均正答率は全国平均正答率より 4.6

ポイント下回り、本校の前年度の実績と比較

して大幅な後退が見られる。 
（２）具体的な課題  

地理分野においては、全国平均とほぼ同じ

数値となったものの、歴史分野においては江

戸時代・明治時代の問題に対する正答率が大

幅に下回っている。 
（３）課題の原因として考えられること 
 歴史分野の課題の主な原因として考えられるのが、学習進度の均衡がとれていなかったことであ

る。学力調査実施日までに江戸時代までの学習も終了していなかったようなので、生徒に十分な知識

をもたせることができず、従って思考力も正しく発揮できない状況であったと考えられる。 
（４）課題解決のための方策 
 これまでの基礎知識の定着を丁寧に行う指導は踏襲しつつ、３年間の学習指導を見越した指導計画

を正しく実行し、どの時代においても、思考力の土台となるだけの知識を定着させる指導を行ってい

く。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
日本の交通と産業の関係につい

て、資料をもとに考察している 
55.0 62.5 59.5 

関東地方の人口と通勤の関係に

ついて、複数の資料をもとに考

察し、表現している。 
30.0 7.3 11.5 

工場制手工業について理解して

いる 
30.0 1.0 19.3 



【数学】 
7 年 （１）定着状況の概要 

  教科全体だけでなく、領域別、問題の内容 
 別、観点別それぞれの校内平均正答率が、 
 全国平均正答率を上回った。ただし、一部 
 の問題について、課題が見られる。 

（２）具体的な課題 
  「比較量と割合から、基準量を求める」や「単位量あたりの値を求める式を選ぶ」、「２つの帯グ

ラフを正しく読み取り、比較する」項目に関して、課題が見られる。 
（３）課題の原因として考えられること 
  単位量あたりの大きさの意味、帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解することにつまずきがあ

ると考えられる。 
（４）課題解決のための方策 
  数量の関係を構成する要素に着目し、目的に合った方法を用いて論理的に考察することができる

ようにする。また、目的に応じてデータを分類整理し、問題を解決するための適切なグラフを選択

して判断し、その結論について多面的に捉え、考察することができるようにする。 
（５）次年度の数値目標 
  課題が見られる項目について、目標値と同等の校内平均正答率を目標とする。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
百分率 47.5 41.9 46.9 

いろいろなグラフの読み取り 45.0 40.0 38.1 

整数の性質 70.0 67.3 70.4 

8 年 （１）定着状況の概要 
  教科全体や観点別の校内平均正答率が、 
 全国平均正答率を上回った。ただし、領域 
 「データの分析」等、一部の問題について、 
 課題が見られる。 

（２）具体的な課題 
  「関数について理解している」や「格の二等分線の作図」、「ヒストグラムや相対度数の度数折れ線

などからの傾向の読み取り」の問題に関して、課題が見られる。 
（３）課題の原因として考えられること 
  関係する二つの数量における変化や対応の様子に注目した関数関係を理解することや度数分布

表、相対度数などの必要性を考えることにつまずきがあると考えられる。 
（４）課題解決のための方策 
  関係する二つの数量を表、式、グラフを手だてにして、その変化や対応の様子を捉えることがで

きるようにする。そして、データの傾向を読み取り、批判的に考察し、判断することで、度数分布

表や相対度数などの意味を理解することができるようにする。 
（５）次年度の数値目標 
  課題が見られる項目について、全国平均正答率と同等の校内平均正答率を目標とする。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
関数についての理解 25.0 18.3 18.8 

平面図形 45.0 42.9 41.9 

度数分布表と相対度数 50.0 48.3 44.9 

9 年 （１）定着状況の概要 
  教科全体だけでなく、領域別、問題の内容 
 別、観点別それぞれの校内平均正答率が、 
 全国平均正答率を上回った。ただし、一部 
 の問題について、課題が見られる。 

（２）具体的な課題 
  「1 次関数の x の増加量から y の増加量を求めることができる」、「三角形の合同を証明し、結論を導

くことができる」「箱ひげ図から、データの分布を読み取ることができる」項目に関して、課題が見られる。 
（３）課題の原因として考えられること 
  技能としての計算はできるが、資料を読み、数学的に物事をとらえること、表現することにつまず

きがあると考えられる。 
（４）課題解決のための方策 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を疎かにせず、反復練習等により確実な定着を図る。 
（５）次年度の数値目標 
  課題が見られる項目について、全国平均正答率と同等の校内平均正答率を目標とする。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
1 次関数の x の増加量から

yの増加量を求める 40.0 28.1 46.4 

三角形の合同の証明 30.0 21.9 23.3 

箱ひげ図の読み取り 40.0 29.2 34.7 

 



【理科】 
7 年 

 
（１）定着状況の概要 
 校内平均正答率は全国平均正答率より

0.1％低く、ほぼ全国平均と同じであるが、単

元や問題によってのばらつきは見られる。 
（２）具体的な課題 

なぜそうなるのか自分の言葉で説明をする

こと、臓器等似た働きをもつものについて正

しく理解するこが苦手である。 

（３）課題の原因として考えられること 
 科学的根拠を明らかにして、説明する経験が不足している。１つ１つが断片的な知識になっており、

似たような事象について違いを明らかにしながらまとめて知識を取り入れられていない。 
（４）課題解決のための方策 
 授業内で自分の言葉で説明する経験を取り入れる。似たような単語については、プリントの穴埋め

で終わらせるのではなく、カードやクイズアプリ等で知識に触れる場面を多く設定し、活動を通して

知識の定着度を上げていく。 
（５）次年度の数値目標 
 校内平均正答率が全国平均正答率を上回る単元を増やす。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
肝臓のはたらきについて理解し

ているか 
60.0 50.0 58.4 

蒸散について理解しているか。 45.0 40.8 47.6 
地層に含まれる粒の特徴から、

火山のはたらきでできた地層を

判断し、その根拠を説明できる 
40.0 27.7 40.7 

8 年 
 

（１）定着状況の概要 
 校内平均正答率は前年度とほとんど変わ

っていないが、全国の正答率を 9.7％下回っ

た。 
（２）具体的な課題 
 今回の課題となったのは、生命の領域で、

全国平均を 24.2％下回った。また、領域別の

問題を分析すると、表に示すように基礎的な知識問題の正答率が減少している。 
（３）課題の原因として考えられること 
 知識を反復する機会が少ないことや、活用したりすることができていない。 

（４）課題解決のための方策 
 基礎的な知識の定着を目指し、10 問程度の演習を毎授業で復習をする時間を設ける。また、知識を

活用する場面を設けるために、自分で結果をまとめたり、考えを表現する活動・教材を用いる。 
（５）次年度の数値目標 
 次年度校内平均正答率は 50％を上回る結果を目指す。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
シダ植物とコケ植物は胞子で増

えることを理解している。 
70.0 26.4 68.5 

軟体動物とその特徴を理解して

いる。 
60.0 24.0 56.5 

斑状組織について理解している。 40.0 14.0 35.3 

9 年 
 

（１）定着状況の概要 
 全国の正答率を 5.3％下回った。基礎的な

問題について 9.2％下回ったものの、活用的

な問題では、0.5％を下回った程度になった。 
（２）具体的な課題 
 今回の課題となったのは、電気・磁界の領

域で、問題によっては、目標値を 20.2％下回

る結果となった。 
（３）課題の原因として考えられること 

基礎的な知識の定着に課題がある。昨年度、習得しているはずの知識や技能が定着していない。 
（４）課題解決のための方策 
 基本的な知識を定着させるために、授業の時間の中で復習の時間を設ける。また、単元末には、探

究的な授業を実践し、課題を解決する過程で、生きた知識を獲得できるようにする。形成的評価にル

ーブリック等の評価方法を導入し、総括的評価を行う際には、生徒の学力が向上した姿を評価できる

ようにしていく。 
 
 
 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
誘導電流について理解してい

る。 
50.0 29.2 49.0 

酸化銀を加熱する実験を終え

て、ガスバーナーの火を消す際

の注意点を理解している。 
55.0 37.5 54.5 

気圧と圧力、質量と重力の関係

を理解している。 
30.0 12.5 16.8 



【英語】 
7 年 （１）定着状況の概要 

 校内平均正答率は全国平均正答率より、

2.9 ポイント上回った。「聞くこと」において

は 3.9 ポイント、「読むこと」においては 2.9
ポイント、「書くこと」においては 2.0 ポイン

ト上回り、全体的に学力の基礎が身に付いていると思われる。 
（２）具体的な課題 
 「単語の意味理解(聞く)」「アルファベットの読み(聞く)」「英文の読み取り(聞く)」「単語の読み」

「英作文」の分野で、全国平均は超えているが、区の平均を下回った。特に「英作文」。 
（３）課題の原因として考えられること 
 授業内、家庭学習において、英語を「書く」練習をする機会が不足していた。小学校の授業では、

大まかな内容把握や発話としての活用が求められており、中学校で「書く」学習が必要である。 
（４）課題解決のための方策 
 夏休みの課題として、100 問単語テストを取り入れた。テストに向けて意欲的に「書く」練習をす

るよう仕組みを作る。授業で単語と英作文両方の「書く」活動を積極的に繰り返し行う。家庭学習で、

ノート・ワークを活用して「書く」時間を増やす。 
（５）次年度の数値目標 
 「書く」分野において、全国の平均正答率の 10.0 ポイント上を目指す。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
会話全体の理解（聞く） 75.0 83.3 78.6 
単語の読み 80.0 88.5 84.6 
英作文 85.0 86.3 88.0 

8 年 １）定着状況の概要 
 校内平均正答率は全国平均正答率より、

7.7 ポイント上回り、特に書くことにおいて

は、13.8 ポイント上回り、全体的に学力の基

礎だけでなく、応用も身に付いていると思わ

れる。 
（２）具体的な課題 
 「さまざまな英文の聞き取り」のみ、区の平均は超えているが、全国平均を下回った。 

（３）課題の原因として考えられること 
 聞き取った内容を、英文の選択肢の中から、読み取って答える機会が不足している。 

（４）課題解決のための方策 
 昨年度よりも「聞く」分野においての正答率が上がっているので、大まかな内容だけでなく、リス

ニングのポイントとなる部分の聞き取りや、問題形式を英文の中から選ぶといった活動を増やす。 
（５）次年度の数値目標 
 「聞く」（さまざまな英文の聞き取り）の正答率が目標値を超えるようにする。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
リスニング（さまざまな

英文の聞き取り） 62.5 61.6 62.3 

長文の読み取り 46.3 43.4 41.1 
３文以上の英作文 31.7 34.2 21.3 

9 年 （１）定着状況の概要 
  校内平均正答率は全国平均正答率より 

3.1 ポイント上回り、特に中学生全般にお

いて苦手とされる英作文は 12.2 ポイント上

回り全体的に学力の定着が見られる。 
（２）具体的な課題 
  「語形・語法の知識理解」「語彙の知識・理解」の問題の校内平均正答率が、全国平均正答率を特

に下回った。 
（３）課題の原因として考えられること 
  文法的知識を増やす機会や、それに関する練習問題に触れる機会が不足している。 

（４）課題解決のための方策 
  ２学期からの授業で、文法解説の時間をさらに確保し、練習問題に触れる機会も多くとる。 

特に９年生は文法が益々複雑になるのでなるべく丁寧にわかりやすく分解していく。 

出題のねらい 目標値 校内正答率 全国正答率 
３文以上の英作文 31.7 35.8 23.6 
語形・語法の知識理解 63.8 58.9 63.9 
語彙の知識・理解 70.0 66.1 68.7 

 


